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1 0 0 健全な供試体 
2 150 30 空隙の直径によ
る違い 3 200 30 
4 200 50 空隙の深さによ



















図 1 粒子衝突実験の模式図 
 
2.3 実験結果と考察 













図 2 空隙の直径と卓越周波数 
 
2.3.2 供試体中の空隙深さの影響  





















    
 ここで，Knは振動のモードによって異なる値を持つ








図 4 単純支持された円盤のたわみ振動 
 
次 に ,  𝐸 = 1.9 × 1010~3.6 × 1010 𝑁/𝑚2  , 𝑣 =
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2 150 30 4180 3654~5075 
3 200 30 2670 2055~2855 
4 200 50 3360 3425~4758 





















 粒子の落下開始地点は，供試体の真上 10cm とし，
最高点を供試体の真上 190cm とした．高さ 10cm ごと
に 19段階で粒子を落下させた．それぞれの高さで 5回
の試行を行い，平均振幅スペクトルを求めた． 








































 供試体の直上 1m から，落下粒子の個数を変化させ
て衝突音を計測した．粒子数は 10 個から始め，10 個
ずつ 100 個まで増やす実験を行った．それぞれの個数
で 5回の試行を行い，平均振幅スペクトルを求めた． 



































 図 9 は，ドライアイス・ペレット衝突実験の平均振
幅スペクトルである．落下粒子が単数の場合（青線と
緑線）でも複数の場合（赤線と水色線）でも，空隙の



































図 7 代表的な落下粒子数での平均振幅スペクトル 
図 8 落下粒子数と卓越周波数の音圧値 
 
図 9 ドライアイス・ペレットによる衝突実験 
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